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１．はじめに  

気象条件が厳しい積雪寒冷地における道路橋の RC

床版は車両による疲労単独劣化だけではなく，疲労と

凍害との複合劣化を受けており，疲労単独劣化に比べ，

疲労寿命が短くなる 1)ことが指摘されている．また，昭

和 40 年代中頃までは，RC 床版には丸鋼鉄筋が使用さ

れており，異形鉄筋を用いた場合に比べて，疲労寿命

が短くなる 2)ことが指摘されている． 

上記のように，複合劣化を受けた RC 床版や丸鋼を用

いた RC 床版に関して，疲労寿命を明らかにする研究は

行われているが，RC 床版が複合劣化を受けている場合

に，通行規制の判断指標となる残存耐力など構造性能

の変化に関する検討はほとんど無く，現段階では，複

合劣化と残存耐力の関係は十分に明らかになっていな

い． 

そこで，著者は，複合劣化と RC 床版の残存耐力との

関係を検討するための基礎資料を得ることを目的とし

て，劣化種類（疲労と凍害）や鉄筋種類（異形鉄筋と

丸鋼）をパラメータとした RC はりを用いて，実験的な

検討を行っている． 

本論文では，先行して行った繰返し載荷試験結果に

基づき，異形鉄筋と丸鋼を用いた RC はりにおける繰返

し載荷試験時の挙動の違いに関して報告する． 

２．実験概要  

２．１ RC はり供試体 

RC はり供試体の形状寸法および配筋状況を図－1 に

示す．この供試体は昭和 39 年の道路橋示方書で設計さ

れた床版を参考に，梁状化後の梁幅を想定したもので

ある．なお，梁幅は松井式 3)により算定した． 

 

 

 

 

また，コンクリートは，疲労後の凍害劣化を早期に

顕在化させるため，AE 剤を使用せず，水セメント比を

68%と大きめに設定した．なお，セメントには普通ポル

トランドセメントを，骨材には粗骨材最大寸法 20mm

の砕石を用いた．鉄筋に関しては，丸鋼は SR235 を，

異形鉄筋は SD345 を使用した．また，図－1 に示すよ

うに，鉄筋には，ひずみゲージを設置し，支間中央上

面にコンクリートゲージを設置した． 

２．２ 繰返し載荷試験 

繰返し載荷試験時の上限荷重は，異形鉄筋の降伏強

度の 70％，下限荷重は鉄筋応力が上限荷重時の 10％と

なるように設定した．繰返し載荷回数は，コンクリー

ト標準示方書の疲労強度式を用いて疲労寿命を計算し，

異形鉄筋の疲労寿命である 19 万回とした．載荷は中央

2 点載荷で行った． 

３．実験結果 

図－2にひび割れ状況を示す．丸鋼の RC はりのひび

割れは，異形鉄筋に比べて，本数は少なく，間隔は広

く，ひび割れ幅は広くなっており，載荷点右側のひび

割れは上面まで達していた．また，図－3に繰返し回数

と変位の関係を示す．100 回以降から丸鋼の変位の増加

が加速し，異形鉄筋の変位よりも大きくなった． 

 

 

a)丸鋼 

 

 

b)異形鉄筋 

図－2 ひび割れ状況 
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図－1  RC はり供試体の形状寸法および配筋状況（丸鋼の例） 
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また，図－4 に載荷 1 回と 19 万回における荷重－変

位関係を示す．上記の変位の増加に起因し，赤線で示

す丸鋼の 19 万回の剛性は，青線で示す異形鉄筋の 19

万回の剛性よりも小さくなった． 

４．考察 

これらの原因として，丸鋼とコンクリートの付着が

RC はりの全域にわたり，著しく低下したことが一因と

して考えられる．以下に，その根拠を述べる． 

図－5に下鉄筋のひずみ分布を示す．丸鋼の RC はり

において，橙線で示す載荷 1 回のひずみ分布は支間中

央のひずみがピークとなる山形の分布であるが，赤線

で示す載荷 19 万回のひずみ分布は支間方向に均等な分 
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図－3 変位－繰返し回数関係 
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図－4 荷重－変位関係 
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図－5 下鉄筋のひずみ分布 

布へと変化している．また，図－6に繰返し回数と下鉄

筋ひずみの関係を示す．青色実線で示す中央から

506mm 位置の丸鋼のひずみは，載荷 1 回以降から増加

している．また，緑色実線で示す支点位置の丸鋼のひ

ずみも，載荷 100 回以降から増加しており，繰返し載

荷回数の増加に伴い，鉄筋ひずみが増加する領域が中

央から支点方向へと広がっている．また，図－7に載荷

1 回と 19 万回における支間中央の断面ひずみ分布を示

す．丸鋼の 19 万回（赤線）における上鉄筋のひずみは，

異形鉄筋（青線）に比べて引張側に大きく，また，丸

鋼の 19 万回（赤線）のはり上面のひずみは 1 回時（橙

線）のひずみに比べて圧縮側に大きくなっている． 
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図－6 ひずみ－繰返し回数関係 
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図－7 支間中央の断面ひずみ分布 
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